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Reborn
生まれ変わりました。
JWRシリーズは、

お客様のニーズにお応えするため、

従来シリーズの技術と I oT 技術の融合により、

新たに生まれ変わりました。
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【自然環境保全】

熱水消毒 薬液 洗浄･消毒 透過水量 省スペース

RO排水回収システム RO排水熱回収システムJ-Connection
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【作業効率化】
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【DX 多機能化】
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【機種統合】

���������
【カスタマイズ】

新シリーズでは高性能な機能を標準搭載。
多彩なオプションをカスタマイズすることで
ハイクオリティな装置を実現できます。

□ 多段式造水

□ 薬液消毒

□ 安全機構

□ 省エネ機構

□ 操作性

□ Web機能

□ RO排水回収

□ RO排水熱回収

□ マルチリサー
　 キュレーション

□ UFユニット

□ LLシステム

□ 装置間連携

1ベースモデル

□ 熱水消毒
　 RO水タンク以降
　 カーボンフィルタ以降

□ 薬液消毒
　 過酢酸・次亜塩素酸Na
　 アスピレーター方式

2消毒 3節水・節電 4クリーン

オプション

■ ラインアップ

● 省エネ機構（節水効果）

フラッシング
制限有り

フラッシング
制限無し

<試算条件>
●ベッド数：50床
●年間稼働日数：312日
●洗浄時間：計3時間/日

●透析治療時間：計10時間（2クール）/日
●RO造水流量：25～40L/min 造水可変方式
●フラッシング量：30L/min×1min＝30L/回    

●フラッシング制限「あり」設定：１回/60分
●水道料金：600円/㎥

586 588 590 592 594 596 598 600（万円）

〈一例〉 フラッシング制限効果による年間水道料金の削減例  

591万円

599万円

8万円
年間およそ

の削減効果※

※機種：JWR2100 オプションなし 回収率70％
※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。 J

W
R

 S
E
R

IE
S● 省エネ機構（節電効果）

従来機
70kW

JWR
56kW

〈一例〉 ヒータ電力（ピーク）抑制による年間電気料金の削減例  

220 230 240 250 260 270 280（万円）

276万円

244万円

32万円
年間およそ

の削減効果※

<試算条件>
●ベッド数：50床　 ●洗浄時間：計3時間/日　
●年間稼働日数：312日　 ●電気料金：31円/kWh　
●透析治療時間：計10時間（2クール）/日
＊公益社団法人 全国家庭電気製品公正取引協議会の電気料金目安より
＊月間平均水温：令和2年度東京水道局データより試算
＊機種：JWR2100オプションなし　回収率70％　　

さらに、ピーク電力量の抑制で、契約料金の低減に貢献します。

※施設により契約料金は異なります。
※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。
※試算機種JWR2100と同スペック（標準流量、回収率）の従来機との比較です。
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イージーオペレーションで
作業効率アップ

透析遅延「ゼロ」を目指す
J-Connection 情報管理システム

【特徴】操作スイッチを初期設定から読み出し、一括で元に戻せます。 【特徴】原水タンク／ RO水タンクドレインMVの操作スイッチが自動
以外の場合、一定時間経過すると操作スイッチが自動的に戻ります。

■ 安全機構／操作スイッチの復帰

従来アナログ的な確認や操作が必要でしたが、
操作性や安全性に配慮した機能を搭載。

Web機能「J モニター」を一新し、新サービス「J - Connection」を搭載。
警報機能や点検機能がより充実し、業務をサポートいたします。運転状態の見える化を I oT で実現。

【特徴】＜採水＞モードは、RO原水（前処理水）中の残留総塩素、硬
度をチェックする為のサンプル水を採水するモードです。
＜採水モード＞が開始されると、原水ポンプが運転し、自動フラッ
シングMVが開き、前処理水ラインに原水が通水されます。

■ 便利機能／採水モード

【特徴】週間のチャート＆曜日ごとのチャートを表示します。

■ 操作性／運転時間ウィークリータイムチャート

■ 安全機構／操作スイッチの復帰

J-Connection　ロゴ

J - Connection《Web機能 ❸ 》

JWS社内ネットワークからより細かいデータを閲覧することができる
ためWeb点検を行えます。従来ではお伺いして点検でしたが点検時
のコスト削減が可能となりますので、従来価格より安価な保守点検
サービスをご提供いたします。

J - Connection《Web機能 ❷ 》

院外から J - Connection にアクセスし、装置の運転状況を確認するこ
とができます。休日や夜間の軟水再生や消毒が正常動作しているか、
又、断水や停電が懸念される場合にアクセスしていただくことで素早い
ご判断をしていただけます。また、消耗品交換時のガイダンスを用意し
ており、交換の流れなどわかりやすくご案内できます。
※基本LTE回線を使用するため、装置を経由して院内情報には不正アクセスできません。

○○○○（施設名）

1

2
3
4
5

6

「RO装置に警報が発生しました。
警報発生時点でRO装置の運転は

継続しています。」

J - Connection《Web機能 ❶ 》

警報発生時、詳細内容をメールでお知らせします。また、メールに気付
いてもらえるようお電話(自動音声)で警報の通知を可能としました。

❶ 発生時刻	 …警報発生時の時刻を表示
❷ 警報内容	 …RO装置の各警報＆外部接続機器異常警報を表示
❸ 装置状況	 …RO装置の状態を表示（継続／停止）
❹ 運転モード	 …発令時点での各運転を表示
	    （通常／夜間／軟水再生／消毒など）
❺ 工程	 …運転時の工程を表示
❻ 運転データ	 …警報発生時点での各詳細データを添付

○○○○（施設名）

1

2
3
4
5

6

「RO装置に警報が発生しました。
警報発生時点でRO装置の運転は

継続しています。」
○○○○（施設名）

1

2
3
4
5

6

「RO装置に警報が発生しました。
警報発生時点でRO装置の運転は

継続しています。」

B a s e  m o d e l1

操作スイッチ設定値表示機能

回収率・設定温度の切替えフラグ出力機能

グラフ表示機能

緊急連絡機能

消耗品注文機能 再生回数の最適化機能 漏水の確認作業 監視カメラ

カスタマイズ フューチャー

Customize Future

その先の未来へ
皆様のニーズにお応えし、システムを更なる
グレードアップして参ります！

原水タンク

原水ポンプ ROポンプ

紫外線
殺菌灯

エアフィルタ

アスピレーター式

送水ポンプ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

軟
水
機

RO水タンク

原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

■ 多段式造水運転 ■ 全自動薬液消毒システム

造水可変システムにより止まりにくい造水運転を実現
標準でRO水タンク以降全自動薬液消毒を搭載
過酢酸 ・ 次亜塩素酸ナトリウムの選択が可能

…………  FL1  満水
…………  FL2  RO造水停止
…………  FL3  低速or低速分配
…………  FL4  中速（可変）
…………  FL5  高速
…………  FL6  低水位
…………  FL7  渇水

紫外線殺菌灯

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

エアフィルタ

RO水タンク

J-Connection　ロゴ

J-Connection　ロゴ

J-Connection　ロゴ
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さらに進化した全自動消毒システム
熱水消毒・薬液消毒をラインアップ

環境に配慮した
省エネ（節水･節電）対応システム

耐熱型RO膜を標準搭載。消毒効率の高い順次熱水消毒。消毒範囲を

カーボンフィルタからRO膜へと順次切り替えていくことで、短時間に優れ

た消毒効果を発揮します。

熱水消毒システム

原水タンク

原水ポンプ ROポンプ

紫外線
殺菌灯

エア
フィルタ

送水ポンプ

薬注
ポンプ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

軟
水
機

RO水タンク

原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

■ RO 水タンク以降（薬液消毒）

薬液注入式により、
薬液セットの頻度を低減可能

原水タンク

原水ポンプ ROポンプ

紫外線
殺菌灯

エア
フィルタ

送水ポンプ

軟
水
機

RO水タンク原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

■ RO 水タンク以降（熱水消毒）

RO水タンク以降熱水消毒のみであるため、
ROモジュールは常温用の透過水量を作製可能

原水タンク

原水ポンプ ROポンプ

紫外線
殺菌灯

エア
フィルタ

送水ポンプ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

軟
水
機

RO水タンク原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

■ カーボンフィルタ以降（薬液消毒）

従来RO膜以降としていたエリアをカーボンフィルタまで拡大
消毒エリアが熱水消毒と同等になり清浄化が向上

原水タンク

原水ポンプ ROポンプ

紫外線
殺菌灯 エア

フィルタ

送水ポンプ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

軟
水
機

RO水タンク原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

■ カーボンフィルタ以降（熱水消毒）

広範囲熱水消毒により高いレベルで清浄度を維持
※耐熱用ROモジュール採用により透過水量が標準と異なります。

従来シリーズでは最大RO膜以降としていた薬液洗浄・消毒をカーボン

フィルタ以降まで拡大。カーボンフィルタ内の清浄化を高めることでRO

膜やUF膜への負担を軽減することができます。

薬液消毒システム

排水や排水熱を可能な限り再利用することで、水道光熱費の負担低減が可能。
システムの導入により、床数やクール数が多い施設様では効果を最大限発揮できます。

原水タンク

原水
ポンプ

RO
ポンプ

紫外線
殺菌灯

エア
フィルタ

送水ポンプ

12℃

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル

軟
水
機

RO水タンク原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

原水タンクで
24℃まで昇温

RO排水
25℃

原水9℃

14℃ 熱交換
システム

ROモジュールの排水（25℃）を
使用し、熱交換式で原水加温。
本来捨てる熱源を回収することで節電を実現

■ RO 排水熱回収（HX）システム

原水タンク

原水
ポンプ

RO
ポンプ

紫外線
殺菌灯

エア
フィルタ

送水ポンプ

Ｒ
Ｏ
モ
ジ
ュ
ー
ル軟

水
機

RO水タンク

原
水
フ
ィ
ル
タ

カ
ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ

回収ＲＯモジュール

■ RO 排水回収（CE）システム

1. 回収RO水で希釈されることで原水純度アップ
2. 排水回収膜で緊急造水
3. 排水量低減により省エネ化

排水回収を
搭載した場合

の節電
32%

<試算条件>
●ベッド数：50床 ●洗浄時間：計3時間/日　　●年間稼働日数：312日 
●電気料金：31円/kWh ●透析治療時間：計10時間（2クール）/日
 ＊公益社団法人：全国家庭電気製品公正取引協議会の電気料金目安より 
＊年間平均水温：令和2年度東京水道局データ（17℃）より試算　　＊機種：JWR2100　回収率70％　　

0 100 200 300 400（万円）

369万円

251万円

RO排水熱回収システム無し

RO排水熱回収システム有り

年間およそ118万円の削減効果※

※施設により契約料金は異なります。　
※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。

〈一例〉 RO排水熱回収システムによる電気料金の削減例

● 省エネ「節電」効果（RO排水熱回収システム）

排水回収を
搭載した場合

の節水
19%

<試算条件>
●ベッド数：50床 ●透析治療時間：計10時間（2クール）/日
●年間稼働日数：312日 ●RO造水流量：25～40L/min造水可変方式
●洗浄時間：計3時間/日 ●水道料金：600円/m3 

※本試算は、初期抜水、フラッシング、軟水機再生などの造水運転以外に使用される使用量は除外しています。

0 100 300 500 700（万円）

693万円

559万円

標準（システム回収率70％）

オプション排水回収装置付
（システム回収率87％）

年間およそ134万円の削減効果※

※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。

＊機種：JWR2100　回収率：RO装置70％ 排水回収装置65％

〈一例〉 排水回収システムによる年間水道料金の削減例

● 省エネ「節水」効果（RO排水回収システム）

48万円

<試算条件>
●ベッド数：50床 ●洗浄時間：計3時間/日　　
●年間稼働日数：312日 ●電気料金：31円/kWh 
●透析治療時間：計11時間（2クール）/日
＊公益社団法人：全国家庭電気製品公正取引協議会の電気料金目安より
＊月間平均水温：令和2年度東京水道局データより試算　＊機種：JWR2100
＊回収率：RO装置70％（フラッシング制限あり1回/60分）、排水回収装置65％

0 2 4 6 8（万円）

78,553円

63,297円

JWR 標準

JWR 排水回収装置付き

〈一例〉 排水回収装置による年間ヒータ電気量（kWh）の削減例

0 100 200 300（万円）

244万円

196万円

JWR 標準

JWR 排水回収装置付き

年間およそ

の削減効果※

※施設により契約料金は異なります。　
※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。

〈一例〉 排水回収装置による年間ヒータ電気料金の削減例

排水回収を
搭載した場合

の節水
19% 48万円

<試算条件>
●ベッド数：50床 ●洗浄時間：計3時間/日　　
●年間稼働日数：312日 ●電気料金：31円/kWh 
●透析治療時間：計11時間（2クール）/日
＊公益社団法人：全国家庭電気製品公正取引協議会の電気料金目安より
＊月間平均水温：令和2年度東京水道局データより試算　＊機種：JWR2100
＊回収率：RO装置70％（フラッシング制限あり1回/60分）、排水回収装置65％

0 2 4 6 8（万円）

78,553円

63,297円

JWR 標準

JWR 排水回収装置付き

〈一例〉 排水回収装置による年間ヒータ電気量（kWh）の削減例

0 100 200 300（万円）

244万円

196万円

JWR 標準

JWR 排水回収装置付き

年間およそ

の削減効果※

※施設により契約料金は異なります。　
※当社試算条件による試算のため、実際の削減額と異なる場合がございます。

〈一例〉 排水回収装置による年間ヒータ電気料金の削減例

排水回収を
搭載した場合

の節水
19%

● 省エネ「節電」効果（RO排水回収システム）
薬液洗浄／
カーボンフィルタ以降
（※除錆剤）

薬液消毒／
カーボンフィルタ以降
（※過酢酸）

薬液消毒／
RO水タンク以降
（※次亜塩素酸ナトリウム）

0 30分 60分 120分 150分

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

即復帰条件
・RO水タンク補充

洗浄後、続けて
消毒の設定も可能

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

即復帰条件
・RO水タンク補充

即復帰条件
・RO水タンク補充

熱水消毒／
カーボンフィルタ以降

熱水消毒／
RO水タンク以降

0 30分 60分 90分 120分

冷却熱水循環加温循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

冷却熱水循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

加温循環

※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。 ※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。

薬液洗浄／
カーボンフィルタ以降
（※除錆剤）

薬液消毒／
カーボンフィルタ以降
（※過酢酸）

薬液消毒／
RO水タンク以降
（※次亜塩素酸ナトリウム）

0 30分 60分 120分 150分

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

即復帰条件
・RO水タンク補充

洗浄後、続けて
消毒の設定も可能

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

即復帰条件
・RO水タンク補充

即復帰条件
・RO水タンク補充

熱水消毒／
カーボンフィルタ以降

熱水消毒／
RO水タンク以降

0 30分 60分 90分 120分

冷却熱水循環加温循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

冷却熱水循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

加温循環

※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。 ※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。

各消毒の工程時間 薬液洗浄／
カーボンフィルタ以降
（※除錆剤）

薬液消毒／
カーボンフィルタ以降
（※過酢酸）

薬液消毒／
RO水タンク以降
（※次亜塩素酸ナトリウム）

0 30分 60分 120分 150分

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

即復帰条件
・RO水タンク補充

洗浄後、続けて
消毒の設定も可能

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

洗出し浸け置きRO水タンク
補充・排水

薬液吸込み・
攪拌・送液

即復帰条件
・RO水タンク補充

即復帰条件
・RO水タンク補充

熱水消毒／
カーボンフィルタ以降

熱水消毒／
RO水タンク以降

0 30分 60分 90分 120分

冷却熱水循環加温循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

冷却熱水循環RO水タンク
補充

即復帰条件
・RO水タンク補充・RO水タンク補充

加温循環

※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。 ※水量や水温、薬液濃度等によって時間が前後する場合があります。
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O p t i o n  【クリーン】4

●標準仕様

型　　式 JWR450 JWR680 JWR900 JWR1100 JWR2100 JWR3100 JWR3800

透過水量（L/hr） 加温時（25℃）標準/最大 450/550 680/770 900/1,020 1,100/1,250 2,100/2,400 3,100/3,400 3,800/4,300
ROモジュール（インチ） 常温膜 4 8
ROモジュール（本） 2 3 4 1 2 3 4
原水フィルタ(インチ×本) ろ過精度10μ 30×1 30×3
カーボンフィルタ(インチ×本)＊注1 30×1 30×3 30×5
軟水装置樹脂量（L） 42 60 90
原水タンク（全容量L/有効容量L） 83/41 169/83
原水ポンプ（kW） インバータ仕様 0.74 1.28 2.2
ROポンプ（kW） インバータ仕様 2.2 4.0 5.5
送水ポンプ(kW×台) インバータ仕様 0.74×1 0.74×2
RO水タンク(全容量L/有効容量L) 132/113 202/170
紫外線殺菌灯（W） 浸漬型 40
寸法（Ｗ×D×H） 1,270×1,020×1,800 2,170×1,020×1,800
製品重量（㎏） 970 985 1,000 900 960 1,415 1,455
運転重量（㎏） 1,290 1,310 1,340 1,270 1,450 2,195 2,255

電源

制御用 定格消費電力 （kW) 1
単相100V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 15×1
動力用＊注2 定格消費電力 （kW) 3.68 6.76 9.18
三相200V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 30×1 50×1 75×1
原水ヒータ用＊注3 定格消費電力 （kW) 13 18 24 32 56 80 96
三相200V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 50×1 75×1 100×1 125×1 100×1/125×1 125×1/100×2 125×3

装置接続口径 原水/送水/排水 25A×1/ 20A×2/ 32A×1 32A×１/25A×2/32A×2
原水加温方式 電気ヒータ方式、温水直投入方式、ボイラ循環方式、熱交換方式

JWR450～JWR2100 JWR450～JWR2100+CE or HX JWR3100～JWR3800+CE or HXJWR3100～JWR3800
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●外形図

●オプションの熱水消毒（カーボン、RO膜以降）を選択した場合の参考仕様

型　　式 JWR750Q JWR1500Q JWR2100Q JWR2700Q

透過水量（L/hr） 加温時（25℃）標準/最大 750/900 1,500/1,800 2,100/2,500 2,700/3,300
ROモジュール（インチ） 熱水膜 8
ROモジュール（本） 1 2 3 4
原水フィルタ(インチ×本) ろ過精度10μ 30×1 30×3
カーボンフィルタ(インチ×本)＊注1 30×3 30×5
軟水装置樹脂量（L） 60 90
原水タンク（全容量L/有効容量L） 83/41 169/83
原水ポンプ（kW） インバータ仕様 1.28 2.2
ROポンプ（kW） インバータ仕様 4.0 5.5
送水ポンプ(kW×台) インバータ仕様 0.74×2
RO水タンク(全容量L/有効容量L) 132/113 202/170
紫外線殺菌灯（W） 浸漬型 40
寸法（Ｗ×D×H） オプションユニットなしの場合 1,270×1,020×1,800 2,170×1,020×1,800
製品重量（㎏） 910 970 1,430 1,470
運転重量（㎏） 1,280 1,460 2,210 2,270

電源

制御用 定格消費電力 （kW) 1
単相100V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 15×1
動力用＊注2 定格消費電力 （kW) 6.76 9.18
三相200V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 50×1 75×1
原水ヒータ用＊注3 定格消費電力 （kW) 24 48 64 80＊注4

三相200V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 100×1 100×2 100×2/60×1 125×1/100×2
RO水消毒ヒータ用 定格消費電力 （kW) 16 24
三相200V 50/60Hz ブレーカ容量（A×個） 60×1 100×1

装置接続口径 原水/送水/排水 25A×1/20A×2/32A×1 32A×1/25A×2/32A×2
原水加温方式 電気ヒータ方式、温水直投入方式、ボイラ循環方式、熱交換方式

C
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N

D
A
T
A

注1　�施設の水質によっては、本数アップが必要に
なる場合があります。本数アップする場合は、
キャビネット幅もアップします。

注2　�オプション機器（排水回収装置、加圧ポンプ、循
環ポンプなど）が付加される場合、一時設備の
ブレーカ容量のアップが必要になる場合があり
ます。なお、オプションポンプが付加された場
合、別盤が追加になる場合があります。

注3　�最大透過水量、標準回収率（70％）の場合の加
温ヒータ容量です。最大透過水量や回収率に
よっては、容量変更が必要になる場合がありま
す。

注4　原水ヒータ3系統目が別盤になります。

＊�本仕様は、原水硬度55㎎ /L、原水シリカ濃度20㎎
/L、原水総塩素0.5㎎ /Lを基準としています。基準
以上の場合は、一部仕様を変更する場合がありま
す。

＊�製品の仕様及び外観は、予告なく変更することが
あります。

＊�各重量は参考値です。この数値を保証するもので
はありません。

最高品質な清浄化を実現するための

システムをラインアップ。

更なる清浄化へ

原水タンク
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■ マルチリサーキュレーション

RO水をカーボンフィルタ前に
戻すことで無塩素エリアを再循環
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通水停止に伴う生菌数・ET値の変化

水道水 通水中 通水停止5分 通水停止10分 通水停止20分

停止5分後以降、
生菌数は急増に増加

カーボンフィルタの出口側では生菌数・ET値が上昇するため、
カーボンフィルタを含む再循環運転は水質清浄化に有効
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ポリスルフォン系
中空糸型の超精密ろ過
（0.02μm）

■ 前処理 LLシステム

カーボンフィルタ・RO膜の早期劣化、
SDI値4以上の場合は搭載を推奨。
原水中のET値低減なども可能

■ 送水ライン UFユニット

UF膜を専用キャビネットに内蔵し、一体化。
最大３本（送りUF膜２本、戻りUF膜１本）

1,270mm 300mm
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F
膜

U
F
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